
轍

《
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
内
】

８
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
五
○
○
円
一
般
・

二
八
○
○
円

★
布
野
ゆ
き
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

８
日
（
水
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

★
関
西
学
院
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

ｎ
日
（
土
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
五
○
○
円
Ｂ
・
四
○
○
円

★
大
阪
フ
ィ
ル
／
ブ
ル
ゴ
ス

狸
日
（
月
）
７
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
一
○
○
円
一
般
．

Ａ
・
二
八
○
○
円
Ｂ
・
二
三
○
○
円

★
舟
木
一
夫

蝿
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
二
○
○
○
円
Ａ
・
一
五

○
○
円
Ｂ
・
一
三
○
○
円

☆
関
西
学
院
大
学
交
響
楽
団

坊
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
四
○
○
円

★
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

唖
日
（
木
）
６
時
半
西
宮
市
民
会
館

Ｓ
・
二
三
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

Ｂ
・
一
三
○
○
円

☆
酒
井
忠
政
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

が
日
（
金
）
７
時
大
阪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
・
三
○
○
○
円

Ａ
・
二
○
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
円

★
神
戸
市
役
所
セ
ン
タ
ー
唱
合
団

、
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
九
○
○
円

八
音
楽
Ｖ

★
中
村
紘
子

７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
二
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円

☆
ナ
ン
シ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

ラ
ジ
オ
関
西
『
斉
藤
邦
雄
の
ワ
イ
ド
ワ
イ
ド
関
西
』
（
月
Ｉ
金
曜
あ

さ
９
時
１
，
時
半
放
送
）
で
は
五
月
か
ら
〃
今
月
の
歌
〃
と
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
が
流
れ
て
い
る
が
、
曲
の
題
名
は
未
定
の
ま
ま
放
送
し
、
聴

取
者
か
ら
題
名
を
募
集
し
て
い
る
。
〃
五
月
の
歌
″
は
、
元
ジ
ロ
ー
ズ

の
メ
ン
バ
ー
森
下
悦
伸
（
現
ラ
ジ
オ
関
西
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
作
詞

作
曲
で
、
一
八
九
通
一
五
五
種
の
応
募
の
な
か
か
ら
「
今
で
も
あ
な
た
」

と
決
定
。
同
番
組
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
浅
尾
寿
美
が
唄
っ
て
い
る
。
今

流
れ
て
い
る
〃
六
月
の
歌
″
は
ハ
ワ
イ
ア
ン
調
の
曲
で
、
斉
藤
邦
雄
の

作
詞
作
曲
。
同
じ
く
題
名
を
募
集
し
て
い
る
。

ま
た
同
番
組
で
は
、
”
今
月
の
歌
″
の
歌
詞
も
斑
集
中
。
題
名
の
応

募
、
作
詞
の
応
募
は
、
神
戸
市
須
磨
局
区
内
ラ
ジ
オ
関
西
『
斉
藤
邦
雄

の
ワ
イ
ド
ワ
イ
ド
関
西
』
へ
。

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
俊
侍
致
し
ま
す
。

☆
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

７
月
辺
日
（
火
）
６
時
半
明
石
市
民

会
館

８
月
”
日
（
月
）
６
隙
十
神
戸
国
際

会
館

蕊
ＡＴＲＳＰＯＴ

神

井上和世

ナンシー

し☆
井
上
和
世
独
唱
会

詔
日
（
木
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

★
コ
ー
ロ
・
ノ
ー
ヴ
ォ

劉
月
（
金
）
７
時
県
民
小
刷
場
八

○
○
円

☆
第
ｎ
回
神
戸
三
大
学
交
歓
合
唱
演
奏
会

妬
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ

”
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

☆
中
尾
ミ
エ

丹
醜
蝉
舗
筑
護
稗
繊
蕊

☆
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人

７
月
遮
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際

会
館

現
代
の
眼
で
と
ら
え
る
愛
と
憎
く
し
み

の
ド
ラ
マ
／
・
大
胆
な
新
解
釈
に
よ
っ

て
躍
動
す
る
人
間
模
様
。

演
出
／
浅
利
慶
太
作
／
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
訓
／
棉
隅
恒
存

出
淡
／
日
下
武
史
、
浜
畑
賢
吉
、
影
万

里
江
ほ
か

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
神
戸

っ
子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で

７
１
０
‐
１

来
日
躯
回
目
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヒ
ッ
ト
曲

か
ら
ピ
ー
ト
ル
ズ
ナ
ン
バ
ー
、
そ
し
て

最
も
ナ
ウ
な
デ
ィ
ス
コ
サ
ウ
ン
ド
な
ど

見
ど
こ
ろ
、
聞
き
ど
こ
ろ
が
一
杯
。
了

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
と
ド
ラ

ム
の
リ
ズ
ム
が
夏
の
暑
さ
を
消
化
。

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
五
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

四
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
／
会
員
・
一
八
○
○
円

☆
神
戸
大
学
交
響
楽
団

盟
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
神
戸
商
科
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

釦
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
門

人
演
劇
Ｖ

☆
俳
優
座
「
ル
ル
」

、
日
（
金
）
皿
日
（
土
）
哩
日
（
月
）

晦
日
（
水
）
塑
日
（
木
）
６
時
妬
分

廻
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
辿
戸
労
浪
／
一
八
○
○
円

出
演
／
栗
原
小
巻
、
松
本
克
平
、
永
井

智
雄
、
川
口
敦
子
、
中
野
誠
也
ほ
か

☆
人
形
劇
「
リ
ス
と
く
る
み
の
木
」

「
に
げ
た
仁
王
さ
ん
」

口
臨

鴨

笑福亭仁鶴

轍

＝

妬
日
（
日
）
①
、
時
②
２
時
神
戸

文
化
小
ホ
ー
ル
大
人
・
八
○
○
円

小
人
・
六
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

☆
市
民
映
画
劇
場
「
フ
ロ
ン
ト
ペ
ー
ジ
』

８
日
（
水
）
１
，
日
（
金
）
６
時
半

ｕ
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

☆
創
作
浪
曲
「
羅
生
門
の
盗
賊
た
ち
」

皿
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
・
二
○
○
○
円
一
般
・

二
三
○
○
円

☆
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
舞
踊
団

型
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
人
ホ
ー

ル
Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四
○
○

○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円
Ｃ
・
二
五

○
○
円

☆
神
戸
学
院
大
・
神
戸
大
・
関
学
大

大
学
落
語
名
人
会

鵡
日
（
土
）
３
時
半
県
民
小
劇
場

一
○
○
円

★
笑
福
亭
仁
鶴

中尾ミエ

６
月

剖
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○
○
門

☆
神
戸
学
院
大
学
落
語
学
院

第
七
回
元
町
迷
人
会

溺
日
傘
古
５
時
県
民
小
劇
場
無
料

★
Ｈ
Ａ
Ｇ
第
９
回
上
映
会

配
日
（
日
）
２
時
三
宮
青
少
年
セ
ン

タ
ー
研
修
室
無
料
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口
人
間
模
様
〈
第
十
七
回
〉

奔
放
に
し
て
理
論
好
き
ノ
ノ
理
学
美
容
師

葺
合
の
東
端
、
県
立
近
代
美
術
館
に
ほ
ど
近
い
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ

！
ド
ッ
ク
」
別
名
「
理
学
美
容
研
究
所
」
ｌ
そ
の
女
あ
る
じ
、

い
や
理
学
美
容
師
範
の
え
ら
い
オ
バ
サ
マ
の
ご
診
断
で
あ
る
。

白
を
基
調
に
し
た
ク
リ
ー
ン
な
〃
診
察
室
″
ら
し
い
の
が
並
ん

で
い
て
、
い
か
に
も
ベ
ッ
ピ
ン
を
つ
く
る
部
屋
と
い
う
雰
囲
気
Ｉ
。

そ
ん
な
身
上
相
談
み
た
い
こ
と
ま
で
お
や
り
に
な
る
な
ん
て

…
…
。
で
、
ど
う
や
っ
て
原
因
を
つ
き
と
め
る
ん
で
す
か
。

「
ヒ
ザ
を
交
え
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
こ
の
と
き
は
親
、

家
族
も
呼
ん
で
、
延
々
七
時
間
で
す
よ
」

そ
の
ハ
ゲ
、
ほ
ん
と
に
治
り
ま
し
た
？

「
そ
り
ゃ
、
も
う
（
当
然
の
よ
う
に
）
い
ろ
ん
な
障
害
に
は
ネ
、
そ

う
な
る
だ
け
の
神
経
的
な
ひ
ず
み
が
必
ず
あ
る
ん
で
す
よ
。
私
は

そ
れ
を
ひ
き
出
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
心
得
て
ま
す
か
ら
ね
、
五
年
十

年
も
前
か
ら
の
メ
ン
タ
ル
な
も
の
を
、
話
合
い
で
つ
き
と
め
る
。

す
べ
て
そ
っ
く
り
解
明
し
て
お
か
な
い
と
、
い
っ
た
ん
な
お
っ
て

も
、
ま
た
出
て
く
る
ん
で
す
よ
」

と
し
ご
ろ
の
女
性
。
ｌ
全
頭
脱
毛
つ
ま
り
ツ
ル
ッ
パ
ゲ
に

な
っ
た
。
眉
や
体
毛
ま
で
脱
け
落
ち
て
ゆ
く
…
…
。

診
断
ｌ
原
因
は
、
姉
に
比
べ
て
不
美
人
だ
と
意
識
し
は
じ
め

さ
か
の
ぽ

た
一
二
歳
の
と
き
に
遡
る
。
ア
ゴ
が
外
れ
て
以
来
、
ひ
と
よ
り
二
割

も
顔
が
長
く
な
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
劣
等
感
が
、
た
ま
た
ま
縁
談

が
こ
わ
れ
た
こ
と
で
表
面
化
し
、
脱
毛
症
状
を
招
い
た
．
：
…
。

重
森

脱
毛
の
女
性
に
は
、
足
が
き
れ
い
な
こ
と
、
笑
顔
に
と
て
も
魅

力
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
、
ま
ず
精
神
的
に
明
る
く
さ
せ
る

と
い
う
ご
指
導
。

「
理
学
美
容
っ
て
の
は
ネ
、
美
し
く
あ
る
た
め
の
〃
心
づ
く
し
〃

を
相
手
に
与
え
る
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
指
導
と
、
あ
と
は

実
際
で
す
ね
。
一
一
十
欲
や
三
十
欲
の
ぜ
い
肉
は
、
す
ぐ
取
っ
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
大
事
な
の
は
、
新
し
く
ぜ
い
肉
を
つ
け
な
い
よ
う

に
、
お
互
い
が
協
力
し
あ
っ
て
徹
底
的
に
体
質
改
善
を
考
え
て
い

く
こ
と
で
す
」

ふ
く
よ
か
な
お
顔
、
こ
肥
り
の
貫
録
。
よ
く
通
る
高
い
声
で
、

あ
と
は
立
板
に
水
ｌ
・

け
い
ら
く

い
わ
く
、
い
ま
や
っ
て
い
る
経
絡
美
容
法
は
古
く
中
国
に
発
し

儒
学
思
想
に
基
い
て
い
る
こ
と
。
形
而
上
の
方
向
か
ら
美
を
考

え
、
す
べ
て
宇
宙
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
こ
と
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
（
理
学
）
は
審
美
眼
で
あ
り
、
薬
や
指
圧
は
全
く
使
わ
ず
に
美

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
・
・
・
…

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
姿
勢
ま
で
姻
上
に
の
せ
て
、
論

理
的
？
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
止
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
し
。

ア
ノ
ー
、
つ
ま
り
、
実
際
に
は
ど
う
や
っ
て
ベ
ッ
ピ
ン
に
仕
立

て
上
げ
る
ん
で
す
か
ね
え
。

「
経
絡
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
ま
ず
ハ
ン
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
そ

れ
に
エ
レ
ク
ト
ロ
（
電
気
的
な
刺
激
）
、
肌
に
対
し
て
は
化
粧
品
、

そ
れ
ら
を
縦
横
無
尽
に
使
う
ん
で
す
わ
」

守
〈
元
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
長
題
字
／
擢
月
美
佐
写
真
／
橋
本
英
男

月
乃
桂
子

108
１
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ハ
ン
ド
っ
て
の
は
、
つ
ま
り
指
圧
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
…

「
全
然
ち
が
い
ま
す
ね
。
痛
さ
を
感
じ
さ
せ
た
ら
美
容
じ
ゃ
な
い

私
の
は
、
皮
層
の
表
面
か
ら
自
律
神
経
に
柔
か
く
刺
激
を
与
え
て

安
定
さ
せ
る
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
皮
膚
は
ま
す
ま
す
快
感
を
強

め
、
満
足
に
つ
な
が
り
、
女
性
美
を
高
め
て
い
く
。
な
に
し
ろ
女

性
は
全
身
に
性
感
帯
を
持
っ
て
る
で
し
ょ
う
。
そ
り
ゃ
も
う
快

感
、
快
感
、
快
感
、
あ
あ
、
気
持
が
い
い
な
ぁ
と
い
う
積
み
重
ね

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
美
し
さ
を
つ
く
る
ん
で
す

よ
」ど

こ
や
ら
、
新
興
宗
教
の
教
祖
め
い
た
感
じ
。
い
っ
そ
「
月
乃

教
」
な
ん
て
い
か
が
？

「
同
じ
こ
と
、
前
に
も
い
わ
れ
た
け
ど
、
そ
ん
な
ん
イ
ヤ
や
。
気

持
ち
わ
る
い
い
う
て
断
っ
て
や
っ
た
（
口
調
が
少
し
ず
つ
荒
ら
っ

ぽ
く
な
っ
て
）
私
の
は
ネ
、
例
え
ば
ハ
ン
ド
で
も
、
ち
ゃ
ん
と
理

論
を
組
み
立
て
た
上
で
基
準
つ
く
っ
て
、
自
分
自
身
の
皮
膚
で
反

応
を
み
て
、
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
決
め
て
る
の
よ
・
霊

感
や
占
い
と
は
本
質
的
に
別
の
も
の
。
理
論
の
裏
付
け
が
で
き
る

ま
で
は
絶
対
に
開
始
し
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

大
阪
・
河
内
育
ち
。
若
い
こ
ろ
は
演
劇
少
女
。
な
ん
と
俳
優
だ

っ
た
。
高
校
を
出
て
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や
「
新
春
座
」
な
ど
大
阪

の
小
さ
な
劇
団
を
転
奄
あ
し
べ
劇
場
で
足
を
上
げ
た
り
、
ド
サ

回
り
を
し
た
り
、
大
ホ
ー
ル
で
客
演
し
た
り
…
…

実
は
、
私
が
脚
本
を
担
当
し
て
い
た
連
続
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
部
長

刑
事
」
に
も
、
チ
ョ
イ
役
で
出
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
ラ
、
こ
れ
が

そ
の
と
き
の
ス
チ
ー
ル
写
真
。
ゆ
う
べ
、
古
い
ア
ル
バ
ム
か
ら
は

が
し
て
き
た
ん
で
す
よ
。

「
へ
え
Ｉ
（
感
慨
深
そ
う
に
、
じ
っ
と
見
て
）
若
い
な
ァ
。
色
気

も
あ
る
や
ん
。
思
い
出
し
た
ワ
、
こ
れ
、
殺
さ
れ
る
役
や
。
あ
の

こ
う
み
え
て
も
学
術
的
、
倫
理
的
な
ん
だ
、
と
再
三
強
調
な
さ

る
。
か
と
思
え
ば
一
転
し
て
ｌ

「
女
性
の
ボ
デ
ィ
に
触
れ
て
る
と
き
っ
て
、
も
の
す
ご
く
幸
せ
で

す
ね
え
。
長
年
の
間
に
女
性
の
肌
を
い
と
お
し
む
心
が
身
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
ん
や
る
な
あ
。
そ
り
ゃ
、
見
事
で
す
よ
。
さ
わ
り
出

し
た
ら
五
秒
と
た
た
ん
う
ち
に
私
の
掌
が
ま
つ
赤
に
な
っ
て
、
四

十
度
ぐ
ら
い
の
熱
を
も
っ
て
く
る
ん
や
か
ら
」

１
１０９
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こ
ろ
、
ち
っ
と
も
い
い
役
つ
か
へ
ん
。
脇
役
で
通
し
て
た
な
あ
」

そ
の
こ
ろ
太
り
だ
し
、
一
時
は
体
重
六
七
キ
ロ
。
和
服
の
前
身
ご

ま
た

ろ
が
合
わ
な
い
。
加
え
て
、
ひ
ど
い
股
ズ
レ
。
こ
う
し
て
、
や
せ

る
た
め
に
飛
び
こ
ん
だ
の
が
理
学
美
容
の
先
駆
者
Ｋ
氏
の
許
。
そ

こ
で
、
ひ
と
月
の
う
ち
に
五
欲
や
せ
る
、
と
い
う
体
験
を
し
た
。

運
命
的
な
出
会
い
。
二
十
年
余
り
も
前
の
こ
と
だ
。

や
が
て
Ｋ
氏
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
と
云
わ
れ
た
。
・
役
者
稼
業

に
見
切
り
を
つ
け
か
け
て
い
た
と
き
で
も
あ
り
、
〃
ソ
ロ
バ
ン
も

は
じ
い
た
け
ど
、
な
か
ば
意
地
で
″
こ
の
世
界
に
飛
び
こ
ん
だ
。

「
Ｋ
さ
ん
の
内
弟
子
に
総
ス
カ
ン
く
っ
て
、
い
び
ら
れ
た
な
あ
。

あ
の
こ
ろ
の
私
、
こ
ま
し
や
く
れ
て
、
見
識
ば
っ
か
り
高
う
て
、

回
り
か
ら
み
た
ら
鼻
も
ち
な
ら
ん
子
や
っ
た
ん
や
ろ
ね
え
」

Ｋ
氏
の
指
導
で
、
物
理
、
化
学
の
基
礎
か
ら
勉
強
を
は
じ
め

た
。
〃
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
媒
つ
か
っ
て
、
ぶ
つ
か
っ
て
ば
か
り
″

と
い
う
苦
難
の
連
続
Ｉ
。

ど
う
し
て
、
逃
げ
出
さ
な
か
っ
た
の
か
な
あ
。

「
あ
の
こ
ろ
は
、
こ
う
い
う
仕
事
、
ほ
か
に
な
か
っ
た
で
す
や
ん

そ
や
か
ら
、
こ
の
道
を
進
ん
だ
ら
自
分
が
や
っ
た
こ
と
、
歩
い
た

記
録
、
つ
ま
り
生
き
て
き
た
証
拠
（
後
世
に
）
そ
っ
く
り
残
る
思

う
た
ん
で
す
よ
ォ
」

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト

お
お
、
た
く
ま
し
き
開
拓
者
精
神
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
う
自

己
顕
示
欲
。

「
そ
ら
、
役
者
や
る
よ
う
な
人
間
に
は
、
大
な
り
小
な
り
自
己
顕
示

ＡＢＣ部長刊事『逝誓」から（3 4 月２月放映）
右は国田栄弥、昔なつかしい桂子さんの演劇少女のころ。

頓大年しあ気さ分世い
堀阪一三やり持せを問う
に・月十んまちた認Ｉこか
、道、四Ｌっていめ自、

た
っ
た
四
坪
の
第
一
号
店
オ
ー
プ
ン
。
数
年
後
に
拡
張
改
装
、
四

十
七
年
に
は
神
戸
の
現
在
地
へ
進
出
し
て
本
拠
を
お
き
、
同
時
に

十
年
が
か
り
で
経
絡
美
容
法
の
体
系
化
完
成
１
．

い
ま
や
東
京
に
も
進
出
を
果
た
し
、
国
際
美
容
賞
な
る
も
の
も

獲
得
。
直
営
以
外
に
十
カ
所
に
分
室
を
設
け
る
勢
い
。
月
乃
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
の
繁
盛
ぶ
り
、
ま
さ
に
日
の
出
の
勢
い
で
す
な
。

「
い
え
い
え
、
年
商
一
億
一
一
、
三
千
万
円
て
と
こ
か
な
。
会
員

（
患
者
）
は
予
約
制
で
一
日
に
多
く
て
も
十
一
一
、
三
人
で
す
か
ら

ね
。
入
会
金
か
ら
指
導
料
ま
で
ふ
く
め
て
一
件
七
万
円
ぐ
ら
い
。

ま
あ
、
私
は
大
変
や
す
い
と
恩
て
ま
す
が
ね
」

そ
ん
な
に
お
高
く
と
ま
っ
て
な
い
で
、
も
っ
と
薄
利
多
売
や
ら

ん
の
で
す
か
。

「
や
っ
と
系
統
立
っ
た
統
計
が
で
き
た
か
ら
、
こ
の
秋
に
初
め
て

目
黒
分
室
で
〃
大
衆
化
″
す
る
ん
で
す
よ
。
ワ
ン
コ
ー
ス
三
万
円

ぐ
ら
い
か
な
」

こ
ち
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ま
か
せ
の
オ
ー
ト
メ
商
法
と
か
。

い
よ
い
よ
立
体
経
営
で
す
な
。

「
本
当
の
テ
ー
マ
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
ん
。
間
も
な
く
私
も
四
十

四
歳
、
や
っ
と
円
熟
期
で
す
か
ら
ね
。
日
本
じ
ゃ
、
あ
る
程
度
の

年
齢
に
こ
な
い
と
社
会
的
に
信
用
さ
れ
ん
と
こ
が
あ
り
ま
す
や

ん
」お

お
、
女
ざ
か
り
の
円
熟
期
。
ご
自
身
の
美
容
に
つ
い
て
は
、

悩
み
は
お
ま
へ
ん
の
か
。

「
ま
ァ
、
満
足
し
て
る
わ
け
や
な
い
け
ど
、
こ
ん
な
と
こ
や
な
い

で
す
か
」

す
つ
く
と
立
ち
上
が
り
．
ち
ょ
っ
と
ポ
‐
ズ
を
つ
け
て
ｌ

「
バ
ス
ト
卯
、
ウ
エ
ス
ト
師
、
ヒ
ッ
プ
虹
。
ち
ょ
っ
と
太
目
や
け

ど
、
い
ま
だ
に
バ
ス
ト
落
と
し
て
ま
せ
ん
よ
」

と
い
う
と
、
ま
だ
オ
ッ
パ
イ
が
プ
リ
ン
と
上
向
い
て
る
？

「
そ
う
。
見
事
な
も
ん
で
す
よ
」

ム
ム
ッ
。
鼻
先
で
〃
Ｂ
卯
〃
が
挑
発
的
に
ユ
ラ
ュ
ラ
。

「
裸
に
な
っ
た
方
が
細
う
見
え
ま
す
ね
ん
。
私
ネ
、
自
分
の
裸
み

る
の
、
大
好
き
」

ナ
ル
シ
ス
ト
だ
な
ぁ
。
そ
う
い
え
ば
、
結
婚
は
ま
だ
…
…

’
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「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
ま
、
ふ
つ
う
の
結
婚
は
一
度
も
し
た
こ
と
な
い

で
す
ね
。
け
ど
、
バ
ー
ジ
ン
と
は
申
し
ま
せ
ん
よ
、
い
ろ
い
ろ
自

由
奔
放
に
生
き
て
き
た
ん
だ
か
ら
：
．
…
」

こ
う
い
う
と
き
こ
そ
〃
羨
し
い
〃
と
い
う
べ
き
か
な
。
ご
本
人

は
別
と
し
て
、
相
手
の
男
性
が
…
…
。き

め

「
私
み
た
い
な
体
型
ネ
、
色
白
で
、
肌
目
こ
ま
か
で
、
曲
線
が
強

く
て
、
声
の
オ
ク
タ
ー
ブ
が
高
い
。
こ
う
い
う
タ
イ
プ
は
割
合
に

男
を
求
め
な
い
。
受
身
な
ら
つ
い
て
い
く
が
、
（
男
が
）
な
く
て

も
何
年
で
も
平
気
。
淡
白
な
の
が
多
い
で
す
ね
」

カ
ラ
ッ
と
お
手
の
も
の
の
分
析
を
し
て
み
せ
て
「
私
も
万
博
の

年
か
ら
ず
っ
と
ゴ
ブ
サ
タ
な
の
よ
」
、
ナ
ヌ
ッ
、
信
じ
ら
れ
ん
な

あ
。
美
容
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、
会
員
に
性
行
為
を
す
す
め
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
蓋
恥
心
と
か
違
和
感
で
ソ
レ
を
避
け
て
る
女
性
に
は
ネ
、
間
違

い
だ
と
指
導
し
て
あ
げ
て
ま
す
。
二
十
代
の
後
半
に
も
な
っ
て

ｌ
ｌｌ
ｌ

〃
月
に
一
回
″
な
ん
て
の
は

不
自
然
で
す
も
の
ね
。
そ
ん

な
女
性
は
ふ
と
っ
た
り
、
顔

に
シ
ミ
み
た
い
な
小
さ
い
ブ

ッ
ブ
ッ
が
出
て
く
る
ん
で
す

よ
」こ

ち
ら
の
視
線
に
気
づ
い

た
よ
う
に
ｌ

「
私
は
ネ
、
仕
事
が
成
功
し

た
瞬
間
の
ゾ
ク
ッ
と
す
る
よ

う
な
喜
び
を
し
ば
し
ば
感
じ

て
る
の
で
、
あ
れ
が
性
の
最

終
的
な
喜
び
の
か
わ
り
に
な

っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
、
こ

こ
数
年
は
…
…
」

結
構
、
結
構
。
ま
、
信
用

し
と
き
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
男
性
相
手
の

美
容
法
は
、
お
や
り
に
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
そ
れ
ね
え
、
三
年
以
内
に
着
手
す
る
企
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

美
容
と
い
っ
て
も
、
ぜ
い
肉
を
と
る
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
け
ど
…
」

そ
の
節
は
、
ど
う
か
第
一
号
会
員
に
た
の
み
ま
す
。
こ
の
と
こ

ろ
運
動
不
足
で
、
お
な
か
の
出
具
合
が
気
に
な
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
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爽やかに夏を飲みほそう. ノ

慰蕊蕊蕊ｆ
：驚器輯へ｡~器錨･窒皇２％、
繍灘懲蟹崖:評と‘。，，”

鶏

冥詞イサコⅢ画オワエンタルホテル
三宮・交通センタービルオリエンタルホテル３階屋卜庭園
ａ３９１－３７０５ 大丸神戸店屋上・神戸新聞会館屋上

国鉄、阪急、阪神の各三宮駅と直結してぃお問い合わせ、予約申込みは壷３３１－８１１１
るためオフィス帰りや待ち合わせに便利であホテル料理をエンジョイし、トップレスが
る。月１回、アトラクションが予定されてぃ楽しめる魅惑の特別ショーが脈夕あり、神ﾉ ｰ 『
るが、普段は静かな雰囲気のなかで飲める。新聞会館店、人丸l I i f ではギター伴奏にのって
料理はレストランから直送だから定評がある。Ｍ＃くえる。愉快に飲むには岐, 嚇の雰囲気だ。才
また、雨のＨは９階のハブを利用するのもいリエンタルホテル、新聞会館店は８／2 6 まで
い。期間９）ｊｌＯＨまで｡５ＰＭ～9ＰＭ（ただし（５：０( )ＰＭ～９: ( ) ＯＰＭ) ､大丸I i j i は9 / 7 まで（５：
6 / １４～8 / １４は９：３ＯＰＭまで）（) I ) ＰＭ～８：３( ) ＰＭ､ ７/ l ～8 / １５は９：０ＯＰＭ）で、

オリエンタルホテル店は’' ' 1 A 』、大丸I ｢ i f は水Ⅱ/ ｢ 』
定休。
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夏本番. ノビールのうまい季節です。

剣陰二コ 示胆
三宮フラワーロード
壷２３１－４１７１

〔ビアーハーティご案内〕雄上または各宴
会場を利川の場合は、おつまみ料理盛合せ、
ビール（火）１杯、ビール( 巾）またはウィスキ
ー１杯で１人３，０( ) ( ) 円（税・- ' 十込) 。また、樽
詰ぬ生ビール（１９１，３( ) のを指定の会場まで
川張サービスをしてくれる。〔家族４人での
ハックフラン〕生ビール( 人、ＬＩ１) 各１杯、ジ
ュースまたはコーラ２本、おつまみとおj ' 様
ランチI藤合せで５，( ) Ｏ( ) l I j ･ 期間は８ｊｊｌ４Ｌ１ま
で５: ０( ) ＰＭ～９：( ) O ＰＭ

二1-．ﾄｰ閲一
さんプラザビヤガーデン
壷３９１－９４５３

生ビールはニュートーキョーで､ . ／山と港
が兄渡せる蛾卿, l は神（ずい－で夜蛾は特に素
Ⅱｉｆしいｏ砿夕バンド淡奏が入り雰囲気を楽し
く1 盛りｋげてくれる。今年から女性に評判の
いいヒザがメニューに川I わった。グループの
ときはおなじみの樽入りビールが徳川だ期
間は９ｊｊｌ( ) １１まで５: ( ) ( ) ＰＭ～９：３( ) ＰＭ期
間' | '無休。
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
、
突
然
の
停
電
に
ご
遭
遇
な
さ
っ
た
と
お

考
え
頂
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
暗
闇
。
し
か
も
、
た
っ
た
ひ
と
り
だ

っ
た
。は

っ
と
し
た
あ
と
反
射
的
に
天
井
を
見
あ
げ
て
し
ま
う
。
た
っ

た
い
ま
ま
で
つ
い
て
い
た
蛍
光
灯
に
さ
そ
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ

の
あ
と
手
を
だ
し
、
手
当
り
次
第
ボ
タ
ン
を
押
し
、
何
と
か
扉
が

開
か
な
い
か
、
右
、
左
、
と
も
う
だ
め
と
解
れ
ど
手
探
り
を
続
け

ま
く
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
と
い
う
不
安
に
対
す
る
反
射
行
動
で

そ
こ
に
は
人
間
以
前
の
〃
鼻
探
り
″
と
い
う
動
物
的
本
能
行
動
ら

し
き
も
の
が
の
ぞ
け
る
の
で
あ
る
。
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ

ウ
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
た
ち
、
そ
れ
に
こ
の

稿
の
主
役
ゾ
ウ
な
ど
。

と
に
か
く
新
着
当
初
、
何
れ
の
動
物
た
ち
も
が
、
オ
リ
に
入
れ

ら
れ
た
と
た
ん
、
部
屋
中
、
隅
か
ら
隅
ま
で
、
「
何
処
か
抜
け
穴

な
い
か
い
な
。
」

係
員
の
立
ち
去
っ
た
の
を
確
め
て
は
、
餌
に
は
目
も
く
れ
な

い
。
み
な
、
鼻
先
を
漏
ら
し
〃
き
き
鼻
″
た
て
て
、
逃
げ
道
を
探

り
回
る
の
で
あ
る
。

〔
鼻
先
の
ガ
ン
〕

そ
れ
が
、
ま
た
、
単
身
の
と
き
だ
け
か
と
思
え
ば
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ほ
ど
争
い
を
見
せ
な
い
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ

キ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
な
ど
加
頭
以
上
の
群
の
中
に
入
れ
て
も
や

は
り
、
仲
間
の
方
に
行
こ
う
と
は
し
な
い
。
わ
が
ひ
と
り
で
辺
り

を
鼻
で
探
り
回
る
。
５
周
加
周
な
ら
、
い
ざ
知
ら
ず
、
何
百
往

復
、
疲
れ
き
る
ま
で
探
り
回
る
も
の
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
あ
の

ら
し
い
。
ま
た
ぞ
ろ
、
オ
リ
辺
り
に
、
い
や
、
や
は
り
仲
間
の
も

と
に
舞
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

〔
鉄
パ
イ
プ
を
へ
し
折
っ
た
ゾ
ウ
〕

あ
る
日
。
ま
ち
が
い
な
く
ゾ
ウ
２
頭
、
オ
ス
メ
ス
を
室
内
に
入

れ
、
施
錠
も
３
回
確
認
し
た
。
そ
の
は
ず
の
オ
ス
ゾ
ゥ
一
頭
が
、

深
夜
、
ガ
ラ
ス
窓
を
、
ど
う
ぬ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
一
枚
も
割
ら

ず
に
４
ト
ン
の
巨
体
を
運
び
出
し
、
園
内
を
ウ
ロ
ウ
ロ
、
散
歩
し

は
じ
め
た
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
宿
直
者
も
い
た
が
動
物
舎
と
の
距
離
が
あ
っ
て
気
づ

か
な
い
。
や
は
り
、
一
気
に
駈
け
だ
さ
な
い
で
日
頃
の
隣
組
動
物

舎
へ
顔
を
の
ぞ
が
せ
、
ま
た
ぞ
ろ
メ
ス
が
残
っ
て
い
る
部
屋
に
戻

る
。
と
、
ま
た
ま
た
折
返
し
遠
く
へ
足
を
運
ぶ
。
こ
れ
、
事
件
後

剣

▲やさしい目もと

115
１

大
切
な
鼻
先
に
擦
過
傷
。
い
や
、
ヒ
ゲ
で
す
ら
す
り
切
れ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
ど
ん
な
大
き
な
群
の
中
で
あ
ろ
う
と
、
「
あ
れ
ま

た
新
入
が
来
ま
し
た
ネ
。
」
と
い
と
も
簡
単
。
プ
ロ
ら
し
く
「
あ

の
一
頭
新
入
だ
ネ
」
な
ど
と
見
破
っ
て
得
意
顔
で
き
る
の
も
、
そ

う
し
た
鼻
探
り
に
よ
る
〃
顔
（
ガ
ン
）
〃
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。い

や
お
は
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、
こ
う
し
た
〃
鼻
探
り
″
で

翌
朝
逃
げ
出
し
、
オ
リ
の
中
は
も
ぬ
け
の
空
だ
っ
た
と
い
う
事

件
。
一
度
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
な
ど
と
は
云
え
な
い
。

扉
の
カ
ギ
が
故
障
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鼻
で
押
し
、
す
き
間
に

顔
を
入
れ
よ
う
と
す
る
う
ち
、
ひ
ょ
い
と
ゆ
る
ん
だ
扉
か
ら
、
さ

っ
と
抜
け
出
し
た
事
故
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
初
め
て
の
場
所
つ
ま
り
環
境
の
ち
が
っ
た
所
で
は

せ
っ
か
く
抜
け
出
て
も
全
力
疾
走
な
ど
、
意
外
や
で
き
な
い
も
の

▲巨大なおヒップ
▼スラッと短い足
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な
っ
て
、
少
々
、
痛
々
し
い
感
じ
を
す
る
レ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
と
相

の
足
取
り
で
解
っ
た
こ
と
だ
が
、
モ
ン
キ
ー
ホ
ー
ル
、
鳥
舎
、
公

衆
便
所
、
猛
獣
舎
、
売
店
、
と
、
そ
の
行
動
範
囲
は
、
全
て
残
っ

て
い
る
メ
ス
ゾ
ウ
の
視
界
内
で
あ
っ
た
こ
と
。
な
る
ほ
ど
、
ゾ
ウ

の
リ
ー
ダ
ー
は
、
や
は
り
メ
ス
と
い
う
恐
妻
家
ぷ
り
が
の
ぞ
け
た

の
も
記
録
す
べ
き
脱
出
事
故
内
容
だ
っ
た
。

〔
見
破
っ
た
欠
陥
パ
イ
プ
〕

そ
れ
に
し
て
も
、
帥
ミ
リ
と
い
う
太
い
鉄
パ
イ
プ
で
囲
ま
れ
た

室
内
に
い
る
は
ず
の
ゾ
ウ
が
、
無
傷
、
さ
ら
り
と
抜
け
出
て
い
る

こ
と
に
、
驚
き
と
安
全
柵
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
体
を
細
め
抜
け
で
る
は
ず
が
な
い
。
ど
う
は
ず
し

た
の
か
正
面
右
端
一
本
を
、
確
か
に
へ
し
折
り
、
大
き
く
曲
げ
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
出
入
し
た
あ
と
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。５

ト
ン
の
体
重
を
ぶ
ち
か
ま
そ
う
が
絶
対
安
全
で
あ
る
と
言
う

力
学
計
算
も
し
て
あ
っ
た
し
、
パ
イ
プ
上
下
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

部
の
鉄
筋
に
溶
接
も
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
な
の
に
、
床
而
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
壊
さ
れ
パ
イ
プ
は
上

に
そ
り
曲
っ
た
状
態
で
、
へ
し
折
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

あ
の
太
い
鉄
パ
イ
プ
の
塗
料
は
は
げ
、
何
時
も
、
ピ
カ
ッ
と
光

か
け
ぶ
ち
当
っ
て
い
た
オ
ス
を
目
撃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
飼
育
舎
内
部
の
鉄
格
子
や
扉

’
1６

そ
こ
か
ら
は
折
れ
て
は
い
な
か

一
Ｊ
岬
寧
墜
詳

■

議
蕩
斜
熱
鱗
”§

い
大
チ
ョ
ン
ポ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
市
電
の
レ
ー
ル
を
裁
く
こ
と
に

醗副

もう大丈夫、レールフェンスで安心です

成
っ
て
い
る
。
い
や
実
の
と
こ
ろ
、
レ
ー
ル
の
裏
、
つ
ま
り
内
面

を
動
物
側
に
向
け
て
あ
る
の
で
、
さ
ほ
ど
の
痛
さ
も
な
く
、
む
し

ろ
、
背
や
腹
を
こ
す
り
つ
け
る
の
に
具
合
が
良
い
。
さ
ら
に
強
度

は
パ
イ
プ
の
比
で
な
い
こ
と
。
う
ま
く
や
れ
ば
、
無
償
払
下
げ
さ

え
の
ぞ
め
る
と
い
う
こ
と
も
ほ
ん
と
の
こ
と
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の

動
物
園
が
こ
の
レ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

え
っ
と
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
オ
ス
ゾ
ウ
、
え
え
か
げ
ん
遊
ん
だ

の
ち
、
抜
け
出
た
同
じ
窓
を
越
え
、
同
じ
欠
陥
パ
イ
プ
の
所
か
ら
、

無
事
、
部
屋
に
戻
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
八
写
真
も
筆
者
Ｖ

ク
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
昨
日
ま
で
、
こ
の
パ
イ
プ
に
異
常
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ガ
タ
ガ
タ
と
ゆ
る
み
も
発
生
し
て
い
な
か

っ
た
／
だ
が
、
し
か
し
、
折
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
何
等
か
の
ゆ

る
み
が
生
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
い
や
実
は
人
間
の
我
々
に
は
、

そ
の
僅
か
な
ゆ
る
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
パ
イ
プ
下
部
（
床
面
）
埋
め
こ
み
部
分
が
浅
く
、
鉄
筋
と

の
溶
接
も
不
充
分
だ
っ
た
。
い
や
、
そ
の
上
、
採
寸
に
あ
や
ま
り

が
あ
っ
た
の
か
、
パ
イ
プ
に
継
ぎ
め
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

毎
日
の
よ
う
に
あ
の
デ
カ
イ
横
腹
や
尻
、
そ
れ
に
キ
バ
を
突
き

た
て
回
る
彼
等
。
ふ
と
、
僅
か
な
パ
イ
プ
の
異
常
震
動
を
キ
ャ
ッ

チ
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
事
故
当
時
、
確
か
に
同
じ
パ
イ
プ
付
近
ば
か
し
に
体
重
を

う
体
重
を
常
に
か
け
、
背
や
尻
を

仔
細
に
見
る
と
、
長
い
年
月
の
間

こ
と
も
事
実
だ
っ
た
。
し
か
し

っ
た
の
で
あ
る
。

飼
育
者
に
と
っ
て
、
動
物
の

に
は
、
毎
日

い
う
欠
さ
れ
な
い
責
務
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
施
錠
の
確
認
と
同
時

っ
て
い
た
こ
と
、
５
ト
ン
と
い

こ
す
り
回
っ
て
い
た
か
ら
で
、

回
り
の
破
損
が
な
い
か
、
チ
ェ
ッ

こ
す
り
つ
け
る
個
所
の
パ
イ
プ
が
少
々
や
せ
て
い
た

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
部
分
だ
け
の
手
直
し
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な

健
康
管
理
と
同
時
に
安
全
確
認
と
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第１回「燦の会」発表会

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

流
）
森
丹
草
（
草
月
会
）
成
瀬
蚕
梅
（
知

香
流
）
中
尾
昇
甫
（
中
足
流
）
黒
厩
多
逢

甫
（
未
生
流
）
藤
本
蔦
圃
（
未
生
流
）

期
を
迎
え
た
創
始
即
周
年
の
集

い
に
、
小
原
豊
雲
、
肥
原
康
甫

☆
河
口
龍
夫
の
〃
関
係
〃

北
野
町
は
異
人
館
通
り
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
〃
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
〃

（
北
野
町
町
４
１
妬
１
１
雷
別

９
２
９
４
）
で
、
帰
国
後
、
初

の
個
展
を
河
口
龍
夫
さ
ん
が
、

５
月
哩
日
よ
り
半
月
間
開
き
、

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
現
代
美

術
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
左
が
集
っ

￥皇

;鴬
多彩な人々が集った会場

た
。
〃
関
係
″
を
テ
ー
マ
に
、
白

い
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
に
鉛
が
土

俵
の
よ
う
な
円
を
描
い
た
り

壁
を
伝
っ
た
り
、
小
さ
な
お
多

福
豆
状
の
鉛
の
ふ
た
を
開
け
る

と
、
弓
Ｃ
ａ
が
色
々
飛
び
だ
す
。

﹈
○
く
の
》
①
ａ
・
興
胃
の
言
．
河
口
龍

Ｉ 小
倉
敬
二
、
坂
井
時
忠
、
砂
田

重
民
、
石
井
一
、
金
井
元
彦
、

白
川
渥
、
荒
尾
親
成
さ
ん
ら
多

彩
な
出
席
者
が
集
っ
た
。

☆
杷
人
の
力
作
「
燦
の
会
」

４
月
７
日
か
ら
廻
日
ま
で
さ

ん
ち
か
広
場
で
兵
庫
県
女
流
い

け
ば
な
〃
燦
″
焔
人
展
が
催
さ

れ
た
。
三
年
前
に
発
足
し
た
こ

の
会
は
流
派
を
超
越
し
て
親
睦

を
計
り
、
講
習
会
を
開
い
た
り

実
地
の
見
学
を
し
て
お
互
い
の

向
上
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の

第
一
回
目
と
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

妬
名
が
自
由
に
ス
ペ
ー
ス
を
使

っ
て
作
品
を
発
表
。
さ
す
が
に

見
応
え
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
展
示
会
だ
っ
た
。

会
員
名
／
大
島
訪
春
（
池
坊
）
瀬
島
一
秀

（
一
秀
未
姫
流
）
雌
鳥
坐
餌
（
小
原
流
）

慨
瀬
抑
月
（
澗
故
流
）
楠
田
宗
桂
（
桂
未

生
流
）
後
藤
佳
風
（
雌
心
流
）
吉
田
多
年

甫
（
嵯
峨
御
流
）
高
井
翠
花
（
新
日
本
華

道
）
笹
子
静
華
（
爽
生
流
）
磯
田
春
帆
爾

（
松
月
堂
古
流
）
桐
野
実
甫
（
石
水
未
雄

☆
〃
花
の
心
″
求
め
て
訓
年

「
日
本
人
の
心
は
花
を
生
け
る

心
。
自
ら
が
〃
花
の
心
に
な
る
〃

こ
と
」
と
、
帥
年
を
迎
え
た
新

日
本
華
道
の
西
村
雲
華
家
元
は

Ⅷ
人
近
い
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
大
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
一
門
の

人
々
と
ゲ
ス
ト
客
を
前
に
語
る

初
代
の
翠
雲
は
西
脇
の
出
身

二
代
目
雲
華
は
、
昭
和
四
年
に

県
一
高
女
に
就
職
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
華
道
の
世
界
に
入

り
、
戦
後
の
花
の
な
い
時
代
に

山
野
の
雑
草
を
生
け
、
昌
鳳
院

流
を
〃
新
日
本
華
道
″
と
改
め

流
派
を
越
え
た
研
究
指
導
を
と

前
向
き
の
姿
勢
が
ア
ピ
ー
ル
。

兵
庫
県
い
け
ぱ
な
協
会
は
も
と

よ
り
、
日
本
い
け
ぱ
な
芸
術
協

会
の
理
事
と
し
て
活
躍
。
円
熟

河口龍夫さんの帰国後初の個展に集まった人々

夫
の
〃
関
係
″
の
マ
ク
ロ
と
ミ

ク
ロ
の
世
界
が
語
り
か
け
る
空

間
構
成
は
緊
張
間
と
ユ
ー
モ
ア

が
心
よ
い
。

赤
根
和
生
、
ヨ
シ
ダ
ミ
ノ
ル

福
岡
道
雄
、
村
田
慶
之
輔
、
吉

田
稔
郎
、
今
井
祝
雄
、
藤
原
向

意
、
榎
忠
さ
ん
ら
１
０
０
人
近

く
が
会
場
を
埋
め
た
。

★
ア
ラ
マ
ン
の
り
に
の
っ
て
大

い
に
唄
う

神
戸
が
生
ん
だ
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
新
井
満
さ
ん

が
〃
日
曜
日
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
″
と
題
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
５
月
１
日
（
日
）
ロ

ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
し
た
。

和やかなムードがいい１

驚鍵

１
１１７
１

Ｌ
Ｐ
も
発
売
し
た
新
井
満
さ

ん
は
次
々
と
神
戸
の
歌
を
弾
き

語
り
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た

別
名
の
フ
ァ
ン
と
共
に
約
二
時

間
を
満
喫
。
午
後
６
時
か
ら
の

演
奏
の
後
は
神
戸
っ
子
主
催
の

パ
ー
テ
ィ
も
開
か
れ
、
食
べ
て

飲
ん
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
の
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。
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明
八
家
庭
養
護
促
進
協
会
事
務
局
長
Ｖ

神
戸
に
身
障
児
を
も
つ
親
や
そ
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
治
療
や

訓
練
の
た
め
の
情
報
交
換
の
集
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
二
年
近

く
な
る
。
こ
の
小
さ
な
集
い
は
「
や
ま
び
こ
会
」
と
よ
ば
れ
、
脳

性
マ
ヒ
の
子
ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
た
ち
や
施
設
、
教
育
関
係
者

た
ち
が
三
ヵ
月
に
一
度
集
ま
っ
て
身
障
児
の
た
め
の
よ
り
よ
い
訓

練
や
将
来
の
方
向
な
ど
を
手
さ
ぐ
り
で
さ
が
し
求
め
て
い
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
集
い
は
、
三
宮
で
小
児
歯
科
を
営
む
佐
本
進
さ

ん
が
昭
和
訓
年
８
月
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
人
間
能
力
開

発
研
究
所
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
グ
レ
ン
・
ド
ー
マ
ン
博
士
の
画
期

的
と
も
い
え
る
脳
障
害
の
治
療
法
を
見
学
し
、
帰
国
後
新
聞
に
そ

の
見
聞
記
を
寄
稿
し
た
と
こ
ろ
、
身
障
児
を
も
つ
家
族
や
関
係
者

か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
翌
９
月
に

橋
本

口
神
戸
を
福
祉
の
町
に
八
狸
Ｖ

脳
障
害
児
の
治
療
を
さ
ぐ
る
や
ま
び
こ
会

ら
れ
て
お
り
、
初
診
時
だ
け
こ

こ
で
基
本
的
な
訓
練
を
受
け
る

と
そ
の
後
は
各
支
部
に
ス
タ
ッ

フ
が
出
向
い
て
そ
の
後
の
指
導

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

日
本
の
窓
口
は
東
京
に
あ
る
日

本
人
間
能
力
開
発
研
究
所
（
松

沢
要
理
事
長
）
で
あ
る
。

「
絶
望
か
ら
希
望
へ
、
マ
ヒ
か

ら
歩
行
へ
、
盲
目
か
ら
読
書

へ
、
オ
シ
か
ら
会
話
へ
、
治
療

の
結
果
は
全
面
的
な
こ
れ
ら
の

成
功
か
ら
、
と
き
に
は
失
敗
も

含
む
幅
広
い
可
能
性
の
中
で
す

上：人間能力開発研究所本部（フイラディルフィア）
下右: 訓練風景
下左：Ｄｒ・グレン・ドーマン夫妻とともに､ 左･ 佐本さんく1 9 7 2 年神戸にて＞

集
ま
っ
て
話
合
い
の
機
会
を
も
っ
た
の
が
こ
の
集
い
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。

米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
の
閑
静
な
森
の
中
に
あ
る
人
間

能
力
開
発
研
究
所
と
い
う
の
は
脳
障
害
の
研
究
・
治
療
・
訓
練
機

関
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
ド
ー
マ
ン
博
士
を
は
じ
め
と
し
て
総
数
六
十

人
余
、
患
者
は
月
に
三
十
’
四
十
人
で
患
者
は
年
に
二
度
、
一
一
一
カ

月
ご
と
に
研
究
所
を
訪
れ
、
約
三
カ
月
の
訓
練
を
受
け
て
自
宅
に

帰
っ
て
い
く
。
声
ミ
に
は
米
国
各
地
か
ら
は
も
と
よ
り
、
世
界
各

国
の
身
障
児
を
も
つ
親
が
は
る
ば
る
遠
く
か
ら
治
療
を
受
け
に
や

っ
て
く
る
。
日
本
か
ら
も
す
で
に
数
十
人
の
患
者
が
こ
の
研
究
所

の
門
を
た
た
い
て
い
る
。
こ
う
い
う
海
外
か
ら
治
療
を
受
け
に
や

っ
て
く
る
人
た
ち
の
た
め
に
研
究
所
の
支
部
が
世
界
各
地
に
設
け

ｉ
ｌｌ８
１
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議蕊識箪ら
、
治
療
を
受
け
て
良
く
な
る
も
の
が
、
か
な
り
の
数
に
達
し
て

い
る
事
実
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
ド
ー
マ
ン
博
士
た

ち
の
治
療
上
の
信
念
は
、
外
科
的
手
術
を
用
い
ず
に
脳
の
障
害
に

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
療
法
で
、
頭
部
や
体
や
足
の
運
動
を
行
う

が
、
こ
れ
は
単
に
腕
や
足
の
強
化
訓
練
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
障

害
の
あ
る
脳
に
本
来
あ
る
べ
き
機
能
を
回
復
さ
せ
る
の
が
目
的
で

あ
る
。
脳
障
害
の
原
因
が
脳
に
あ
る
以
上
、
脳
そ
の
も
の
が
も
つ

問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
マ
ヒ
な
ど
の
症
状
も
自
然
消
失
す
る
で
あ

ろ
う
、
と
い
う
の
が
治
療
の
基
本
的
な
考
え
で
あ
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
人
手
に
助
け
ら
れ
て

腕
を
、
そ
し
て
足
を
動
か
す
こ
と
か
ら
始
め
、
次
に
腹
ば
い
が
、

更
に
四
つ
ん
ば
い
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
何
カ
月
も
か
け
て

厳
し
い
訓
練
を
受
け
、
最
後
に
は
歩
く
こ
と
を
自
ら
習
い
覚
え
さ

す
…
…
」
（
佐
本
さ
ん
の
見
聞
記
よ
り
）
。

こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
治
療
法
に
取
り
く
ん
で
い
る
グ
レ
ン
・

ド
ー
マ
ン
博
士
は
昭
和
灯
年
６
月
に
来
日
し
、
神
戸
の
国
際
会
館

で
講
演
を
し
た
り
、
垂
水
の
椎
の
木
学
園
を
訪
問
し
た
り
し
た
こ

と
も
あ
る
の
で
憶
え
て
お
ら
れ
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
の

著
書
「
親
こ
そ
最
良
の
教
師
」
（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
）
は
身
障
児

を
も
つ
親
を
は
じ
め
、
医
療
・
教
育
。
福
祉
関
係
者
の
間
で
広
く

蕊鍵

’
1１９
１

の
交
換
、
体
験
の
話
合
い
な
ど
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
、
で
き
れ

ば
関
西
地
域
に
脳
障
害
児
の
た
め
の
専
門
の
治
療
・
訓
練
セ
ン
タ

ー
を
つ
く
り
た
い
ｌ
と
い
う
の
が
こ
の
集
い
の
夢
で
も
あ
る
．

障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
早
期
教
育

が
大
切
だ
と
は
言
わ
れ
な
が
ら
、
現
実
に
は
早
期
発
見
が
で
き
た

と
し
て
も
そ
の
あ
と
の
早
期
治
療
や
教
育
。
訓
練
と
な
る
と
、
こ

れ
が
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。
障
害

児
を
も
つ
親
は
よ
り
よ
い
治
療
法
を
さ
が
し
求
め
る
た
め
に
子
ど

も
を
抱
え
て
次
々
と
医
者
を
訪
ね
て
回
り
、
遠
く
の
施
設
や
、
あ

る
い
は
海
外
ま
で
も
足
を
の
ば
し
、
労
を
い
と
わ
ず
東
奔
西
走
し

て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
身
障
児
を
も
つ
家
族
の
経
済
的
負
担

や
精
神
的
、
肉
体
的
疲
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
佐
本
さ
ん
の
新
聞
に
載
っ
た
短
か
い
文
章
が
い
ろ
い
ろ
な
反

響
を
呼
ん
だ
の
も
単
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
感
動
し
た
か
ら
と

い
う
よ
り
も
、
現
在
の
日
本
の
身
障
児
家
庭
の
問
題
の
多
様
さ
と

深
刻
さ
、
そ
れ
と
国
の
施
策
を
含
め
て
今
の
福
祉
や
医
療
の
貧
し

さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

佐
本
さ
ん
の
投
じ
た
一
石
が
小
さ
な
輪
を
ひ
ろ
げ
つ
つ
あ
る

が
、
今
後
何
を
ど
う
し
て
い
く
か
は
こ
れ
か
ら
模
索
し
て
い
く
べ

き
大
変
難
し
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
八
写
真
／
佐
本
進
さ
ん
撮
影
Ｖ

訓練風景

読
ま
れ
て
い
る
の
で
ド
ー
マ
ン

博
士
の
名
前
は
日
本
で
も
か
な

り
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
雪
き
て
い
る
。

脳
障
害
児
の
訓
練
法
に
は
こ

の
ド
ー
マ
ン
方
式
の
他
に
ポ
バ

ー
ズ
法
、
ボ
イ
タ
ー
法
な
ど
い

く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
が
、
訓

練
方
法
は
違
っ
て
も
考
え
方
に

は
共
通
し
た
部
分
も
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
す
ぐ
れ
た
点
を
学

び
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
一
番
い
い
わ
け
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
意
見
や
情
報
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議蕊識

今
、
神
戸
に
本
物
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
革
命
が
、
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
日
常
生
活
に
密
着
し
た
、
生
活
パ
タ
ー

ン
革
命
な
の
で
す
。
現
代
の
せ
せ
こ
ま
し
い
都
会
の
生
活
の
中
で
、
余
り
に
も
周
り
が
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
せ
め
て
自
分
達
の
生
活

、
●
●

く
ら
い
は
飾
り
気
の
な
い
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
か
し
ら
、
そ
の
「
素
朴
さ
」
こ
そ
本
当
の
本

物
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

時
、
今
年
の
３
月
初
め
。
こ
の
「
素
朴
さ
Ｉ
本
物
」
を
、
今
一
度
神
戸
に
再
現
し
よ
う
と
多
く
の
人
々
が
参
画
し
て
作
り
上
げ
た
お

店
。
三
ノ
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ド
真
中
。
そ
れ
が
革
命
の
仕
掛
人
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
な
の
で
す
。
多
く
の
人
々
は
、
ま
ず
こ
の
「
ジ
ョ
イ

ン
ト
」
を
開
く
前
に
、
「
素
朴
さ
Ｉ
本
物
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
当
然
の
ご
と
く
そ
れ
は
使
い
古
さ
れ
た
一
本
の
ジ

ー
ン
ズ
に
集
約
さ
れ
た
の
で
す
。
「
使
い
古
さ
れ
た
一
本
の
ジ
ー
ン
ズ
。
」
大
袈
裟
じ
ゃ
あ
な
く
そ
れ
は
そ
れ
を
持
つ
人
々
の
生
活
の
鼓

動
を
伝
え
て
来
ま
す
。
ジ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
の
鼓
動
な
の
で
す
。
「
素
朴
さ
ｌ
本
物
」
を
愛
す
る
人
々
の
ジ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
。

ツ
ー
ル
（
道
具
）
は
、
一
本
の
ジ
ー
ン
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
飾
り
気
の
な
い
マ
グ
、
ケ
ヤ
キ
の
器
、
篠
の
カ
ゴ
、
ア
ル
ミ
の
鍋
、
鉢
植

の
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
ッ
、
朝
晩
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
・
シ
ョ
ー
ツ
、
た
ま
に
都
会
を
離
れ
て
。
ハ
ッ
ク
・
パ
ッ
キ

ン
グ
、
エ
ト
セ
ト
ラ
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
が
す
べ
て
こ
の
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
で
揃
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
一
度
お
こ
し
下
さ
い
。
本
物

と
の
対
話
の
時
間
を
作
る
た
め
に
も
″
（
写
真
は
全
て
５
月
哩
日
の
大
倉
山
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ー
ー
パ
ル
「
ピ
パ
ー
．
ジ
ー
ン
ズ
」
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
提
供
）
よ
り
）

園

両
ア
の
王
○
之
刀
、
で
○
刀
「
〈
Ｉ
〉

Ｌ
の
四
コ
一
コ
側
一
一
市
の

イ
キ
イ
キ

闇

営剰細Ｉ朝１０時～夜7 時
神戸市生田区三宮官『1丁目逆揺地丘0 7 8 3 2 1 . 2 蝿代雷

樹１ 蘭

識
議
鶏
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1２

難l [ 哉

噛一

イ
ン
ド
か
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
、

ペ
ル
ー
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
、
ア
ラ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
、

中
国
か
ら
、
ギ
リ
シ
ヤ
か
ら
、
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
そ

し
て
世
界
中
か
ら
、
彼
等
の
日
常
生
活

を
さ
さ
え
る
ツ
ー
ル
が
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」

に
結
集
し
て
い
ま
す
。
３
Ｆ
の
「
Ｆ
Ｏ

Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
・
Ｂ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
」
の
コ

ー
ナ
ー
が
そ
れ
で
す
。
長
い
長
い
各
民

族
の
歴
史
の
中
で
、
育
ま
れ
て
来
た
こ

れ
ら
の
シ
ー
ル
は
、
ｗ
職
能
的
に
も
す
ぐ

れ
、
こ
れ
ま
た
、
「
ジ
ー
ニ
ン
グ
。
ラ

イ
フ
」
に
は
か
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

~ 謡息識蕊謹Ｉ
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き
ま
し
た
ね
。

１ 可
ア
の
工
一
○
三
刀
、
℃
○
刀
「
〈
Ⅱ
〉
市
野
木
江
充
子
八
ニ
ッ
ト
デ
ザ
ィ
ナ
１
Ｖ

い
ま
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
語
る
時
、
必
ず
出
る
の
が
自
由
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。

自
由
な
着
こ
な
し
、
自
由
な
組
合
せ
、
自
由
な
考
え
方
１
．

私
も
何
時
も
心
の
中
で
自
由
な
時
が
ほ
し
い
、
自
由
に
し
た
い
、
と
叫
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、
も
し
、
い
ま
ほ
ん
と
う
の
自
由
を
あ

な
た
に
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
わ
れ
た
ら
、
こ
わ
－
く
な
る
で
し
ょ
う
。
何
故
な
ら
、
自
由
を
手
に
す
れ
ば
、
孤
独
も
背
中
合
せ
に
、
く

っ
つ
い
て
く
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
つ
く
る
人
も
、
着
る
人
も
、
口
で
は
い
つ
も
自
由
に
し
た
い
と
い
い
な
が
ら
、
最
後
の
と
こ
ろ

で
は
必
ず
セ
ー
ブ
し
て
い
る
。

こ
の
最
後
の
一
寸
し
た
と
こ
ろ
へ
の
心
く
ば
り
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
き
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
だ
、
と
か
、
生
活
の
す
べ
て
だ
、
と
か
、
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
、
誰
も
が

何
と
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
を
分
っ
て
き
た
み
た
い
だ
け
れ
ど
。

着
る
も
の
に
関
し
て
は
、
Ｃ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
つ
か
わ
れ
だ
し
て
か
ら
、
何
か
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て

つ
く
る
人
の
心
が
た
の
し
け
れ
ば
着
る
人
に
も
心
ず
分
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
の
だ
け
ど
１
．

い
ま
、
私
が
の
っ
て
い
る
テ
ー
マ
は
ジ
ョ
ー
ク
。
も
う
少
し
く
わ
し
く
言
え
ば
、
ク
ー
ル
で
、
ク
ス
ク
ス
と
一
寸
皮
肉
っ
ぽ
い
お
か

し
さ
で
す
。
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1２４
１

小
社
は
昨
年
創
刊
巧
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の

た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
第
一
回
神
戸
文
学
賞
は
田
廉
新
「
島
之
内
ブ
ル
ー
ス
」
、

同
女
流
文
学
賞
は
小
倉
弘
子
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
第
二
回
文
学
賞
を
公
募
す

る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清
新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ

一
、
神
戸
文
学
賞
は
男
性
作
品
、
神
戸
女
流
文
学
一
、
入
選
発
表
は
本
誌
十
二
月
号
誌
上
。
昭
和
五

賞
は
女
性
作
品
と
し
、
共
に
西
日
本
在
住
者
に
十
三
年
新
年
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

限
り
ま
す
。
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
入
選
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

も
の
に
限
り
ま
す
。
一
、
入
選
作
品
各
一
篇
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
一
一

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
百
枚
前
後
。
拾
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
っ
市
生
田
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ
ル
七
階

け
て
下
さ
い
。
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

一
、
締
切
り
は
九
月
一
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）
電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
一
一
一
一
四
六

☆
な
お
、
選
考
は
本
誌
が
依
嘱
し
た
選
考
委
員
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子

州
か
赦
裟
韻
作
品
募
集
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